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（平成１３年２月１６日１６時００分現在）

（事故概要）

１４日および１５日に旭川河口部（旭川大橋～岡南大橋にかけて）において、
河川水が赤褐色に変色しているとの一般住民からの情報が、マスコミを通して岡

山河川工事事務所に入りました。

また、本日１３時ごろ、岡山河川工事事務所職員が吉井川河口部（河口付近～
ブルーラインにかけて：延長約４ｋｍ、幅ほぼ全域）において、同様の河川水の

変色を確認したため、河川水を採取し水質分析を行いました。
その結果、１４日と１５日の旭川におけるものと同様に、

・サンプル中の赤褐色成分には明らかな走光性（光に集まる性質）がある
・採取されたサンプルを光学顕微鏡で観察した結果、植物プランクトンである
クリプトモナス類が認められる

、 。という結果であり クリプトモナス類を優占種とする赤潮であると判断しました

（利水等への影響）

クリプトモナスには、魚毒性は無いものと考えられているため、環境や利水へ
の影響は無いと判断しました。

（添付参考資料）
・河川水が変色していた場所
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